
 

物  質  名 過塩素酸カリウム ＤＢ－13 

別  名 － 構 造 式 

 

CAS 番号 7778-74-7 

PRTR 番号 － 

化審法番号 1-230 

分子式 ClKO4 分子量 138.55 

沸点 － 融点 525℃1)
 

蒸気圧 2.07×10
-16 

mmHg (25℃、推定値)
1)

 換算係数 1 ppm = 5.67 mg/m
3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） －7.18（推定値）2)
 水溶性 1.5×10

4
 mg/L（25℃、実測値）3)

 

急 性 每 性 

情報は得られなかった。 

中 ・ 長 期 每 性 

以下に本物質のみの有害性情報を記載した。 

 

・雄ラットに 0、0.1％の濃度で 19 週間混餌投与した結果、0.1％群で甲状腺重量の増加、血清

中の TSH 濃度の上昇を認めた 4)。 

・雄ラットに 0、2％の濃度で 6 週間飲水投与（過塩素酸イオンとして 0、2,327 mg/kg/day）し

た結果、2％群で血清中の T4 濃度の低下、甲状腺重量の増加、体重増加の抑制、心臓重量の

低下、足裏の筋線維で膜電位の低下及び細胞内のカリウムイオンの活性の低下を認めた 5)。 

・雄ラットにヨウ素の含有量の低い餌料を与え、0、0.1％の濃度で 25 日間飲水投与した結果、

0.1％群では体重増加の抑制、甲状腺重量の増加、血清中の T3 及び T4 の減少、TSH 濃度の増

加を認めた。なお、対照群の餌料にはヨウ化カリウムを 1.0 µg/g の濃度で添加した 6）。 

生 殖・発 生 每 性 

・ラットに 1％の濃度で妊娠 2 日から 8 日まで飲水投与（237 mg/匹/day）し、対照群には 1％濃

度の塩化カリウムを妊娠 2 日から 8 日まで飲水投与した試験では、本物質の 1％群で妊娠期

間、一腹あたりの胎仔数、出生仔数に影響はなかった 7)。 

・モルモットに 0、1％の濃度で妊娠 2 週または 3 週から 21～48 日間（平均 37 日間）飲水投与

するとともに、1％群を 4 グループに分けて 0、8、16、32 µg の T3 を毎日、皮下注射した。

また、対照群にはヨウ素を 0.48 µg/g の濃度で混餌投与し、アスコルビン酸 50 µg/回を 2 回/

週の頻度で経口投与した。この結果、1％群の母ラットでは甲状腺重量への影響はなかったが、

胎仔では T3 の投与量に関係なく、甲状腺重量の増加、甲状腺の腫脹を認めた。また、甲状腺

と血清中のヨウ素の濃度比を調べた結果、1％群（4 グループ）の母ラット及び胎仔では対照

群と比較して濃度比が有意に低く、甲状腺でのヨウ素濃度が低いことが示された。なお、本

物質の平均摂取量は、T3 の注射を受けていない 1％群で 740 mg/kg/day、T3 の注射を受けて

いる群で 1,520 mg/kg/day であった 8)。 

・ウサギに 0、100 mg/kg/day を妊娠 0 日から 21 日または 28 日まで混餌投与した結果、100 

mg/kg/day 群の母ウサギ及び胎仔の甲状腺重量は対照群と比較して、投与後 21 日で各々3 倍

及び 4 倍、投与後 28 日で 4 倍及び 9 倍であり、甲状腺で過形成、濾胞内のコロイドの減少等

がみられた 9）。 

 



 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼、皮膚、気道を刺激する。眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと発赤、吸入すると咳、咽

頭痛を生じる。長期または反復ばく露すると、血液に影響を与え、メトヘモグロビンを生成

することがある 10)。 

・男女のボランティア（用量段階別に 7～10 人）に、0.007、0.02、0.1、0.5 mg/kg/day（過塩素

酸イオンとして）を 14 日間経口投与して甲状腺機能を調べた結果、14 日目の検査で 0.02 

mg/kg/day 以上の群でヨウ化物の甲状腺への取込み量（24 時間値）の有意な減少を認めた。

なお、0.007 mg/kg/day 以上の群で血清中の T4、T3、甲状腺刺激ホルモン（TSH）の濃度に変

化はみられなかった 11)。この結果から、NOAEL を 0.007 mg/kg/day（本物質換算：0.0098 

mg/kg/day）とする。 

・男性ボランティア 9 人に 10 mg/日（過塩素酸イオンとして約 0.14 mg/kg/day）を 14 日間経口

投与して甲状腺機能を調べた結果、14 日目の検査で、ヨウ化物の甲状腺への取込み量（4、8、

24 時間値）の有意な減少を認めた。なお、血清中の T4、T3、TSH の濃度に変化はみられな

かった。また、男性ボランティア 8 人に 3 mg/日（過塩素酸イオン換算；約 0.043 mg/kg/day）

を 14 日間経口投与した試験では、ヨウ化物の取込み量（24 時間値）の減少に有意差はみら

れず、血清中の T4、T3、TSH の濃度にも変化はなかった 12)。この結果から、NOAEL を 3 mg/

日（過塩素酸イオンとして約 0.043 mg/kg/day 
13）、本物質換算して 0.06 mg/kg/day）とする。 

・ボランティア 13 人（男性 4 人、女性 9 人）に 0、0.5、3 mg/日（過塩素酸イオンとして）を 6

ヶ月間経口投与した結果、0.5 mg/日以上の群で血清中の TSH、T3、T4 等の濃度、甲状腺の

放射性ヨウ素摂取率への影響はなかった 14)
 。この結果から、NOAEL を 0.5 mg/日（過塩素酸

イオンとして 0.04 mg/kg/day と推定 
15）、本物質換算して 0.056 mg/kg/day）とする。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 每 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ヒトの知見から得られた NOAEL 0.007 mg/kg/day（過塩素酸イオンと

して(本物質換算： 0.0098 mg/kg/day)）（甲状腺のヨウ化物取込み量の減少）を採用し、試験期

間が短いことから 10 で除した 0.00098 mg/kg/day を暫定無每性量等に設定する。 

吸入ばく露について、暫定無每性量等は設定できなかった。 
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